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「問題発見・解決能力の育成を目指した教育課程の編成」 
～つながる、深まる問いを生み出す学習活動の展開～ 

 

Ⅰ 研究主題 

 

（１） 研究主題の設定について 

平成 29 年告示の中学校学習指導要領では、子どもたちが将来活躍する社会は、グローバル化や技術

革新によりこれまで以上に急速に変化し、予測困難な時代になるとされている。このため「生きる力」

をより具体化し、教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力を明確化することや、「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向けた授業改善が求められてきた。この動きに伴い、学校教育を通して育成を

目指す資質・能力が「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」に

整理され、この３つの資質・能力がバランスよく育まれるよう、教育課程の改善が図られてきた。ま

た、「言語能力」、「情報活用能力」、「問題発見・解決能力」などの基盤的な資質・能力についても、教

科等横断的な視点に基づき育成する方向で見直しが進められた。令和３年に公表された『「令和の日本

型学校教育」の構築を目指して』では、『「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実』が、

各学校における授業改善をより具体的に進めるための視点として掲げられ「主体的・対話的で深い学

び」を後押しする内容となってきた。 

本校では令和４年度から令和６年度にかけて、「一人一台端末環境における指導と評価の一体化」を

研究主題に掲げ、その中で個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る方法とその授業実践に

おける評価のあり方を研究してきた。その成果として、「個別最適な学び」の側面からは、生徒一人ひ

とりの学習の進度や興味、困難さに応じて学習を調整するなど、学習者の主体性を尊重する学びの在り

方について、各教科等を通じて研究することができた。また、「協働的な学び」の側面からは、他者と

考えを交流し合うことで学びを深めていく、対話的な学びの在り方について研究することができた。こ

うした研究を通じて、ICT の活用を前提とした「個別最適な学び」と「協働的な学び」の在り方につい

て一定の成果を得ることができた一方で、「個別最適な学び」が与えられた課題の消化に終始してしま

うことや、「協働的な学び」が表面的な意見交換にとどまってしまうことなども指摘された。そこで学

習者が自ら問いを立て、課題を見出し、それに向かって学びを進めていく姿をどのように実現していく

かという点が課題となった。学びのスタート地点となる「問い」をいかに生み出し、深めていくかとい

う観点から、「問題発見・解決能力」の育成を今後の実践における重要な課題として設定した。 

今年度は、これまでの研究成果を土台に、学習者自らが「問い」をもち、それを他者と共有・発展さ

せながら課題を追究していく学習活動の構築を目指していく。教科の本質に迫る探究的な学びや、総合

的な学習の時間との連動、カリキュラム・マネジメントによる教育課程全体での資質・能力の育成を視

野に入れながら、「つながる、深まる問い」を生み出すプロセスに焦点を当てた授業づくりと評価の在

り方を明らかにしていきたい。 
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（２） 学習指導要領における「問題発見・解決能力」について 

「問題発見・解決能力」は、学習の基盤となる資質・能力として学習指導要領に示されている。しか

し、中学校指導要領解説 総則編「（１）学習の基盤となる資質・能力（第１章第２の２の（１））」の

中では、同じ学習の基盤となる資質・能力である「ア 言語能力」や「イ 情報活用能力」が、それら

を構成する資質・能力が、（知識・技能）、（思考力・判断力・表現力等）、（学びに向かう力・人間性

等）の３つの観点に沿った具体的な文言が参考として示されているのに対し、「ウ 問題発見・解決能

力」は、構成する具体的な力や育成方法に関する記述が少ない。この点が、現場の実践やカリキュラム

設計において課題となっている。 

なお、同資料の「３ 育成を目指す資質・能力（第１章第１の３）」の「（２）思考力、判断力、表現

力等を育成すること」の中に、『「思考力、判断力、表現力等」』とは、「知識及び技能」を活用して課題

を解決するために必要な力と規定されており、「知識及び技能を活用して課題を解決する」過程の１つ

に、“物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の方向性を決定し、解決方法を探して計画

を立て、結果を予測しながら実行し、振り返って次の問題発見・解決に繋げていく過程１）”といった問

題発見・解決能力に関連した記載を見つけることができる。なお、同様の記載が、「（１）主体的・対話

的で深い学びの実現に向けた授業改善（第１章第３の１の（１））」にも示されている。 

また、令和７年５月 22日の中教審初等中等教育分科会教育課程部会教育課程企画特別部会（第８

回）の中で、探究的な学びに係る具体的論点において、「学習の基盤となる資質・能力」の課題と整理

の視点が示された。この整理の中でも、「問題発見・解決能力」について、“考え方は重要でも、資質・

能力の具体や実践の在り方が明らかとなっていない２）”ことが課題として挙げられている。そして、

「学習の基盤となる資質・能力」の今後の整理イメージ（案）の中では、“学習の「基盤」として示す

資質・能力は２つに絞る”（言語能力、情報活用能力）ことと、「問題発見・解決能力」については

“「学習の基盤となる資質能力」として示すのではなく、総合の目標や発達段階に応じた示し方を検討

する中で、問題発見・解決の要素を重視するとともに、各教科等の学習の過程で問題発見・解決が重視

されることを示してはどうか３）”とされており、次期学習指導要領における、この資質・能力の在り方

が問われる段階にある。 

   

（３） 研究の経緯 

現行の学習指導要領において「学習の基盤となる資質・能力」とされている内容について、これまで

も研究・実践を重ねてきた。平成 20・21 年改訂学習指導要領以降の期間において、これらを主題また

は副主題に設定した研究年度は次のとおりである。「言語活動」は平成 20年度～平成 22 年度「新学習

指導要領の趣旨を実現する教育の展開」において、また平成 24年度「言語活動を通した思考力・判断

力・表現力の評価についての組織的な取組」で主に扱ってきた。「情報活用能力」は平成 29 年度～令和

元年度「新学習指導要領の趣旨を実現する教育の展開」において扱ってきた。 

また、令和４年度～令和６年度「一人一台端末環境における指導と評価の一体化」の研究実践の期間

において、生徒の「学習履歴の蓄積とその利活用」や学びにおける「自己選択・自己決定」の場面を設

定した学習活動についての研究実践を重ねてきた。Ⅰの（１）でも述べたが、「個別最適な学び」の実

現にあたっては、指導の個別化だけではなく、学習の個性化に関わる授業実践を重ねた。特に、“教師

が子供一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会の提供をすることで、子供自身が学習が最
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適となるよう調整する４）”という観点から、生徒が自ら問題を見出し、学習を進める必要性がより一層

浮き彫りになってきた。 

その他、令和４年度から本校では北海道教育大学函館校と連携し、総合的な学習の時間において「地

域課題解決型探究学習」を進めてきた。同学習のオリエンテーションでは、「なぜ、探究学習が必要と

されているのか」という説明がなされるが、これについて“これらの問題は、既存の知識を暗記するよ

うな学習をしていても解決することはできません。明快な答えのない問題群なのです。また、なんとな

く問題であることは感じているけれども、問題の本質は何なのか、どこに根本的な問題が潜んでいるの

かも見えにくいため、問いそのものを自ら見つけて、解決していかなければならないのです。５）”とし

て生徒に説明を行い、学習に取り組んできている。 

そして、「問題発見・解決能力」に焦点化した取組については、平成 25 年度～平成 26年度の中で行

われてきた部分はあるが、学校全体の取組として近年の本校では実施してきていない状態である。そこ

で、現在の本校や世の情勢を踏まえて、研究の対象として絞り込んでいくことにした。 

 

Ⅱ 研究構想 

 

（１） 研究の方向性 

 ① 育成を目指す資質・能力と、本校の校訓及び目指す生徒像との関わり 

本校が育成を目指す資質・能力として、今年度は特に「各教科等の学習を通して育まれる資質・能

力」、「問題発見・解決能力」の２つに設定した。なお、各学校の教育目標と教育課程の編成について、

現行の学習指導要領では“教育課程の編成に当たっては、学校教育全体や各教科等における指導を通し

て育成を目指す資質・能力を踏まえつつ、各学校の教育目標を明確にするとともに、教育課程の編成に

ついての基本的な方針が家庭や地域とも共有されるよう努めるものとする。その際、第４章総合的な学

習の時間の第２の１に基づき定められる目標との関連を図るものとする６）”とされている。 

そのため、学校教育目標の達成のためには、各教科や道徳科、総合的な学習の時間、特別活動など、

「各教科等の学習を通して育まれる資質・能力」を意識した教育活動の展開によって、学校教育目標を

達成に近づくことができると考えられる。なお、「各教科等の学習を通して育まれる資質・能力」の詳

細は各教科研究紀要を参考にしてもらうものとする。 

同様に、教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成についても“各学校においては、生徒の発達

段階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学習の基盤と

なる資質・能力を育成していくことができるよう、各教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から

教育課程の編成を図るものとする７）”とされている。今年度は「問題発見・解決能力」について焦点化

することから、本校の校訓及び目指す生徒像との関わりについて次項で述べる。 

 

② 本校の校訓及び目指す生徒像と研究主題との関わり 

表１は、本校の校訓と目指す生徒像をまとめたものである。令和５年度～令和６年度は、「自主」に

関わる部分を焦点化した。これは令和５年度副主題「学習履歴の利活用による学び改善」と令和６年度

副主題「自ら学習を調整しながら粘り強く学習に取り組む態度の育成」がそれぞれ、『「「令和の日本型学

校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの
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実現～』の中で示された「自立した学習者」に関連させてきたことに基づく。本校の校訓や目指す生徒

像の中には「自主」、「自分自身」、「自ら」といった「自」を使用した文言が多く見られる。 

今年度は、昨年度までの取組を土台に、「知「徳」に関わる部分にも焦点を当てていく。例えば、Ｅ）

の「学校や郷土を愛し、より良い社会の建設に協力できる生徒～地域社会やグローバル社会における重

要な課題や考えに取り組み、知識を深める人～」は、「より良い社会の建設」のためには、現状の問題

を発見し、そこから解決を目指すものを課題として絞り込み、実際に解決に向けて取り組むことにつな

がる。このＥ）を筆頭に、Ａ）の「創造性」、Ｂ）の「他者とのつながり」、Ｃ）の「知性」、「真理」、

「探究」、Ｄ）の「実践力」、「批判的」、「創造的」といった言葉やそこから想像される姿もまた、「問題

発見・解決能力」との関わりも深いといえる。 

 

表１ 本校の校訓と目指す生徒像（※ Ａ）～Ｅ）の付与は筆者による） 

北海道教育大学附属函館中学校 【校訓】 

「自主」、「明朗」、「知「徳」 

北海道教育大学附属函館中学校 【目指す生徒像】 

Ａ）強い意志をもち、自主的に行動し、創造性に富む生徒 

 ―自分自身の行動とそれに伴う結果に責任をもち、自信をもって自分自身を表現する人― 

Ｂ）他者とともに明るく、情操豊かに生きる生徒 

 ―他者とのつながりの中で生きることが幸福にとって大切であることを理解する人― 

Ｃ）知性を磨き、真理を愛し、自ら努力する生徒 

 ―自ら好奇心を育み、幅広い分野の知識を探究する学ぶ熱意や喜びをもつ人― 

Ｄ）秩序を守り、仕事に責任をもち、実践力のある生徒 

 ―責任ある行動をとるために批判的かつ創造的に考え、理性的で倫理的に判断する人― 

Ｅ）学校や郷土を愛し、より良い社会の建設に協力できる生徒 

 ―地域社会やグローバル社会における重要な課題や考えに取り組み、知識を深める人― 

 

③ 「問題発見・解決能力」を構成する資質・能力の具体化 

Ⅰの（２）でも述べたとおり、「問題発見・解決能力」については、構成する具体的な力や育成方法

に関する公式の記述は少ない。そこで学習指導要領等に見られる文言をもとに資質・能力を構成し、本

校の研究協議会を経て表２のように設定した。なお、この資質・能力の設定にあたっては従来の「思考

力・判断力・表現力等」や「探究的な学習」に関する視点を踏まえて設定した。また、文言については

汎用的に用いることができる言葉を用い、教科ごとに異なる単元や題材、学習活動に応じて、生徒が

「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」という探究的な学習における生徒の学

習の姿に示されるプロセスの中に位置付けることができるよう構成した。（Ⅱの（３）の②で後述す

る。） 
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表２ 「問題発見・解決能力」を構成する資質・能力（250423 本校研究協議会） 

 

  

図１ 探究的な学習における生徒の学習の姿 

（文部科学省『中学校学習指導要領（平成二十九年告示）解説総合的な学習の時間編』2018 年 ９頁）  

 

 

また、この研究実践を重ねる中で度々登場する、「問題」、「課題」、「問い」という言葉については、

次のような例をもとに、各教科で定義することとした。 

「問題」＝理想と現状の間に「隔たり（ギャップ）があると認識したもの」。 

  「課題」＝多くの問題の中から「解決したい（目指したい）ものとして絞ったもの」。 

  「問い」＝言葉の意味や事象の本質をつかむために「考えたいこと」。 
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授業実践においては、これらの資質・能力を視点として捉えたり、「問題」、「課題」、「問い」を見出

したり、設定したりする場面が学習活動の中に組み込まれることで、問題発見・解決能力の育成に向け

た授業の設計が可能となる。 

 

（２） 研究副主題の設定 

『「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～すべての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な

学びと協働的な学びの実現～』で示された「自立した学習者」は、本校でも令和５年度の研究以降、目

指す姿の１つとして掲げてきた。特に昨年度の研究では、生徒自身がより良い学びを目指し、学習改善

を行うために、主体的に学習に臨み、粘り強く学習に取り組むことができるよう、多様な学び方を自己

選択・自己決定することができる環境を整えてきた。 

今年度は、これらの環境下で学習を進めることを前提として研究活動を進めていく。「個別最適な学

び」が、孤立した学びとしてただ課題を消化するのみに留まらず、主体的に学習に取り組むことができ

るようにすることや、「協働的な学び」が、表面的な意見交換で終わらずに深い学びへとつなげること

ができるようにしていくことがカギとなる。そのため生徒の学習を方向づけるための、「問題発見」の

場面にこだわっていく必要性を感じた。ここでいう「問題発見」の場面とは、学習の導入における問い

を生成する場面や、活動の中で違和感や疑問を言語化する場面などを想定しており、生徒の思考や関心

を可視化する上でも重要な役割を担う。これらのことを踏まえて、今年度の研究の方向性を以下のよう

に整理し、研究副主題を設定した。この副主題は、「問題発見・解決能力」の育成を核に据え、生徒の

学びをより主体的に、より深く進めていくための具体的な実践の方向性を示すものである。 

 

＜研究の方向性＞  

生徒の「問題発見・解決能力」を高めることで、生徒の学習は「主体的・対話的で深い学び」

を一層具体化して実現することができる。 

○生徒が学習において自らの問いをもとに具体的な問題を発見し、課題を設定することができる

ようにすることで、自らの学習を調整する力を育成し、主体的に学習に取り組むことができる。 

○生徒が問題の解決を図るために、各教科の見方・考え方の働かせ方を習得することで、自らの

考えを広げたり深めるなどの学習に取り組むことができる。 

 

＜研究副主題＞ 

～つながる、深まる問いを生み出す学習活動の展開～ 

 

（３） 研究の重点 

    実際に研究を進めるにあたって、以下の①～④を重点とし、研究に取り組む。 

 

  ① 教科において育成を目指す資質・能力と問題発見・解決能力との関連の整理 

  ② 問題発見・解決のプロセスと各教科の実践との親和性 

③ 問題発見・解決能力の評価（形成的評価）の在り方 

    ④ 問題発見・解決のプロセスが「主体的・対話的で深い学び」に与えた成果と課題 
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① 教科において育成を目指す資質・能力と問題発見・解決能力との関連の整理 

本校では、平成 29年度の研究において、本校が育成を目指す資質・能力を整理するため、資質・能

力シートを作成してきた。当時は「教科において育成を目指す資質・能力（ａ）」と「情報活用能力

（ｂ）」、「市民として求められる資質・能力（ｃ）」を組み合わせる形でシート化した。（図２）今年度

はその内容をベースに、「教科において育成を目指す資質・能力（ａ）」とその単元・題材において特に

重点化して育成を図ることができる「問題発見・解決能力（ｐ）」を位置付けて一覧で示していくこと

とした。（図３） 

 

図２ 平成 29年度 資質・能力シート     図３ 令和７年度 資質・能力シート 

 

 

② 問題発見・解決のプロセスと各教科の実践との親和性 

「問題発見・解決能力の育成を目指した教育課程の編成～つながる、深まる問いを生み出す学習活動

の展開～」を推し進めていくにあたり、問題発見・解決を図るための授業のプロセスを整理した。基本

的な流れについては、「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」という探究的な

学習における生徒の学習の姿に示されるプロセスをもとにして、具体的な資質・能力の育成を視野に図

式化した。（図４） 

また、このプロセスをもとにして生徒が活動していくためには、生徒が見出したり、生徒から生じた

「問い」の存在が大きく関わる。そこで、「問い」について、資質・能力の３つの柱を踏まえて３つに

整理した。（図５） 
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図４ 問題発見・解決能力の育成に関わるプロセス（案） 

 

 

図５ 問の種類と資質・能力の３つの柱との関係 

 

 

ⅰ）これまでの学びを踏まえて、自らの立ち位置を確認する問い。 

ⅱ）これまでの学びで得た事柄から、発展させた問い。 

ⅲ）自分自身の関心はあるが、これまでの学びと距離がある問い。 

 

ⅰ）は例えば、「織田信長が行った楽市・楽座とはどのような政策か」や「二酸化炭素はどのような

性質をもつのか」のような問いである。この場合、知識そのものに関わる内容や正しい知識を得たり、

その内容が正しいかどうかを確かめることになるため、知識・技能に関わる問いとなる。 

ⅱ）は例えば、「先ほどの計算式は、条件を三角形から四角形に変えても用いることができるのか」
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のような問いである。この場合、ⅰ）で生じた問いとその答えを組み合わせて、新たな問いとなるもの

や、教科の見方・考え方をもとにして立てられた問いとなるため、思考・判断・表現に関わる問いとな

る。なお、見方・考え方については、表３に整理した。 

一方でⅲ）は例えば、「モーツァルトの生年月日はいつか」や「徳川家康の好きな食べ物は」のよう

な問いである。この場合、生徒の興味や関心としては高い問いではあるが、学びの内容との開きが大き

くなっている。そのためⅲ）はそのまま学習の中で問いとして用いるには少々つながりが薄くなってし

まう。 

そして、これらⅰ）やⅱ）の問いを見出したり、解決を見据えて新たな問いを立てていこうとすると

ころに、生徒の学習を調整しようとする側面や粘り強い取組を行おうとする側面を見取ることができる

と考えている。これらの問いは主体的に学習に取り組む態度にも、関連させることができると考えてい

る。 

表３ 各教科の見方・考え方（筆者作成） 

 
 その他、各プロセスにおける細かな内容は、問題解決学習や自己調整学習等に示される内容を元にし

て設定した。（表４） 

なお、各教科の授業実践においては、これらの流れを踏まえつつ、教科の実態に合う形に修正したり

する中で、その親和性について検討していくことを想定している。 
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表４ 問題発見・解決のプロセスの詳細 

プロセス 
内容 

大 小 

課題 

の 

設定 

これまでの学びを振り返る 
これから学習を取り組む内容に関わる、これまでの学びや経験、

考えなどを振り返る 

問題を発見する 
学習に関わる事象について、自らの経験やこれまでの学習等と

の隔たり（ギャップ）のある点を見いだす。 

問題を定義する どのようなことが問題であるかを明確にする。 

課題を設定する 問題の中から、解決を図る事柄を明確にする。 

結果を予想する 

仮説を立てる 
情報の収集や整理・分析の場面を視野に、予想・仮説を立てる。 

解決までの計画 
発見した問題や設定した課題に対する予想や仮説、与えられた

時間や教科の目標を踏まえて、今後の活動の見通しをもつ。 

情報 

の 

収集 

調査を行う 読む、見る、聞く、話し合うなど、計画をもとに行動する。 

予想・仮説に基づき深める 
発見した問題や設定した課題を解決するために、学び得た事柄

を具体的にする。 

予想・仮説を異なる視点で

広げる 

発見した問題や設定した課題を解決するために、学び得た事柄

を異なる視点で考えたり、別の可能性の有無を探る。 

整理 

・ 

分析 

わかったことをつなげる 
学び得た事柄同士を関連させたり、発見した問題や設定した課

題などと関連付ける。 

結果を分類する まとめを視野に、学び得た事柄を、分類する。 

まとめ 

・ 

表現 

成果をまとめる 学び得た事柄を、目的に沿ってまとめる。 

成果を振り返る 学び得た事柄から得た成果や課題を見出す。 

次につなげる 
学び得た事柄から生じたさらなる問いや今後の学習とのつなが

りを見出す。 

 

③ 問題発見・解決能力の評価（形成的評価）の在り方 

「問題発見・解決能力」を構成する資質・能力については、Ⅱの（１）の③にて述べたとおりであ

る。この資質・能力は、各教科の学習の文脈の中で育むものであるため、この資質・能力そのものが身

に付いたかどうかについて、総括的評価を行うことは適切でないと考える。しかし、実際の各教科の学

習の過程の中で、先に示した資質・能力に基づく形成的評価と生徒へのフィードバックを行うことは必

要である。そのため、授業実践にあたっては、実際の単元の中に「問題発見・解決能力」を落とし込ん

だ場合、具体的にどのような場面でどのような形で育成することができるかイメージを具体化しておく

必要がある。 

そのため、公開授業等で使用する指導計画においては資料１のような形で、「問題発見・解決能力」

について位置付けることとした。本校国語科の資料においては、実際の授業の場面をイメージした記載

が行われている。例えば、問題発見能力に関しては、１時間目の中に発見の場を位置付けたことや、課

題設定を行うまでの中で確認していく事柄を記載している。また、問題解決能力に関しては、３時間目
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以降の時間の中での取り組みの内容や、問題解決のための他地域を確認するための手段、計画の修正が

起こりえた場合の動きなどを記載している。 

この記載が、実際に単元・題材の学習を進めていくにあたって、問題発見・解決能力を育成していく

にあたっての具体的な形成的評価を行うポイントとなる。各教科の実践にあたって、より良く育成を図

るための方法をどのように落とし込んでいけるかを検証していく。 

 

資料１ 指導計画における問題発見・解決能力の位置付け（国語科 校内研の指導計画より抜粋） 

 

 

④ 問題発見・解決のプロセスが「主体的・対話的で深い学び」に与えた成果と課題 

「問題発見・解決能力」は、あくまでも「学習の基盤となる資質・能力」の１つであり、最終的な目

的はあくまでも教科の学習が「主体的・対話的で深い学び」につながっているかという点が重要であ

る。そのため、問題発見・解決能力の育成をめざし、そのプロセスを取り入れた単元・題材による実践
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の積み重ねが与えた影響について検証を行う。 

とくに、“学校教育法第 30 条第２項において、「思考力、判断力、表現力等」とは、「知識及び技能」

を活用して課題を解決するために必要な力と規定されている８）”とあるように、各教科の思考力、判断

力、表現力等の資質・能力にどれだけ迫ることができたかを見取ることが求められる。各種のパフォー

マンス課題をはじめとした、適切な評価方法と合わせて検証していく。 

 

（４） 各教科が設定する教科研究主題（令和７年度） 

本研究ではここまでに示した取組をもとにして、具体的な研究推進は各教科担当が中心となって取り

組む。各教科が研究の方向性や明らかにする事柄として設定した教科研究主題は、以下の表５のとおり

となる。なお、具体的な教科実践については、各教科研究紀要をご覧いただきたい。 

 

表５ 令和７年度 教科研究主題一覧 

教科名 教科研究主題 

国 語 
問題発見・解決能力の育成を目指した教育課程の編成 

～対話と振返りを通して問いを生み出す学習活動の展開～ 

社 会 
公民としての資質・能力の基礎の育成を目指して 

～問いを起点に社会的事象を探究し、思考力、判断力、表現力等の育成を目指した実践～ 

数 学 
数学科における ICT を活用した「問題発見・解決能力」の育成 

～AIを「問い」の生成と深化のパートナーとする学習活動のデザイン～ 

理 科 
問題発見・解決能力の育成を目指した教育課程の編成 

～問いを生み出し、解決へと導く理科授業デザイン～ 

美 術 
問題発見・解決能力の育成を目指した教育課程の編成 

～課題や対象と向き合うことを通して問いを生み出す学習活動の展開～ 

保健体育 
つながる、深まる問いを生み出す学習活動の展開 

～保健体育科における問題発見・解決能力の育成を目指して～ 

家 庭 
家庭分野における問題発見・解決能力の育成 

～自分事として事象を捉える学習活動の工夫～ 

外国語 
問題発見・解決能力の育成を目指した英語の授業づくり 

～生徒自らが問いを発見する英語授業のデザイン～ 

総合的な 

学習の時間 

総合的な学習の時間における『問題発見・解決能力』の育成 

～生徒が自ら「問い」を発見し、社会とつながる探究学習と教育課程の編成～ 
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Ⅲ 本年度の研究実践 

 

（１）具体的な実践（学校生活全般に関わる取り組み）について 

 ① SR（Self-Regulation）フォーム 

本校では令和５年度研究から、SR（Self-Regulation）フォーム（以下、SRフォームとする）を実施

してきた。SRフォームは自分の行動を「振り返り」、次の自分の行動に「見通し」をもつためのもので

ある。内容は生活全般と学習全般に対する「振り返り」を行い、次の期間までの「見通し」を立てるこ

とを目的としている。これらは生徒に「自己省察」させることを目的としたものであり、自分自身を見

つめ考える力を育成することにつなげていくものである。 

令和７年度に実施している SRフォームの具体的な内容は、表６のとおりである。なお、SR フォーム

の内容は令和５年度以降マイナーチェンジを経て、今年度の実施となっており、内容の比較については

表７のとおりである。 

振り返り項目は、今年度からは「学習面」、「生活面」、「諸活動・その他」とした。今年度は SR フォ

ームで行う振り返りと見通しについて、生徒個人が年度初めに設定する個人目標に沿って行うことがで

きるようにするためである。そのため、本校の第１学年～第３学年それぞれの学年が準備した個人目標

シートの項目を踏まえて変更している。 

活動時間は、昨年度までは登校してから朝の会の時間までとしていた。しかし、実態を見るとこの時

間内での SR フォームの実施状況が、生徒や学級によって異なる結果が生じた。そのため、今年度は生

徒が時間的余裕をもって、確実に取り組むことができるよう、第２金曜日は朝の会時間を延長し、１５

分間の時間を設定することとした。活動時間の確保に伴って、振り返り項目については、記述を増やす

ことができた。そのため、生徒自身の良く取り組めたこと、努力が必要だったことについて、選択式以

上に具体的な内容で振り返ることが可能となる。 

記述内容が具体的になる分、「見通し」、「実行」、「振り返り」のサイクルの間隔を１か月（または２

週間）に伸ばすことにした。毎週の習慣というものはやや薄れるが、個人目標との兼ね合いと、中長期

的なサイクルの中での成果を見直すことができると考えている。 

 

表６ 令和７年度版 SRフォームの内容 

＜振り返り＞ 

【1-1】前回実施～今回までの期間に、頑張れた・達成できたと思う事柄。（個人目標項目の選択） 

【1-2】どの場面でどのように取り組んだかがわかるように振り返る。（記述） 

【1-3】前回実施～今回までの期間に、努力が必要だったと思う事柄。（個人目標項目の選択） 

【1-4】どの場面でどのように取り組んだかがわかるように振り返る。（記述） 

＜見通し＞ 

【2-1】明日から次回の振り返りまでの期間に、特に力を入れたい事柄。（個人目標項目の選択） 

【2-2】明日から次回の振り返りまでの期間に力を入れて実行したい具体的な内容。（箇条書き） 

【2-3】今週の振り返りを踏まえた、自分の個人目標の内容を調整する必要性の確認。（選択） 
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表７ 令和５年度～令和７年度 SRフォームの内容比較 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

振り返り項目 

＜選択式＞ 

○基本的生活 

○授業 

○家庭学習 

○係活動・委員会活動 

○部活動・習い事 

＜選択式＞ 

○基本的生活 

○授業 

○家庭学習 

○係活動・委員会活動 

○部活動・習い事 

＜選択式＞ 

○学習面 

○生活面 

○諸活動・その他 

力を入れた項目 

＜選択式＞ 

○国語 ○社会 

○数学 ○理科 

○美術 ○音楽 

○保体 ○技術 

○家庭科○英語 

○総合的な学習の時間 

○道徳 ○学級活動 

＜選択式＞※最大３つ 

○国語 ○社会 

○数学 ○理科 

○美術 ○音楽 

○保体 ○技術 

○家庭科○英語 

○総合的な学習の時間 

○道徳 ○学級活動 

＜記述式＞ 

【例１：〇〇の教科

で･･････に取り組めた。】 

【例２：学級の◇◇に対

して～～～のように頑張

った。】 

努力が必要 

だった項目 

＜選択式＞ 

○国語 ○社会 

○数学 ○理科 

○美術 ○音楽 

○保体 ○技術 

○家庭科○英語 

○総合的な学習の時間 

○道徳 ○学級活動 

＜選択式＞※最大３つ 

○国語 ○社会 

○数学 ○理科 

○美術 ○音楽 

○保体 ○技術 

○家庭科○英語 

○総合的な学習の時間 

○道徳 ○学級活動 

＜記述式＞ 

【例１：〇〇の教科で

は･･････といった取り組

み方だった。】 

【例２：学級の◇◇で～

～～がうまくいかなかっ

た。】など。 

見通し項目 
＜記述式＞ 

○箇条書きで記載 

＜記述式＞ 

○箇条書きで記載 

＜記述式＞ 

○箇条書きで記載 

入力頻度 毎週末朝 毎週末朝 毎月第２金曜朝 

活動時間 登校～朝の会まで 登校～朝の会まで 朝の会時間を延長 

蓄積方法 GoogleKeep 学習履歴サイト 学習履歴サイト 

 

表８は実際の生徒の個人目標と SRフォームの記載内容である。この生徒は、生活面の目標に「準

備」、学習面の目標に「習慣」、「期限」、その他の目標に「コミュニケーション」を年度当初に掲げた。

２カ月の SR フォームを通して、各目標に沿って力を入れたい事柄を設定し、実際に振り返りが行われ

ている。また振り返り結果に基づき、６月には個人目標の修正を行っている。これらは SR フォームに

回答した結果なども反映している部分が見られており、中長期的な目標とそのための具体策を考えて、

実行しようとしている様子がうかがえる。 
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表８ 生徒の個人目標と SR フォームの記載 

（１）年度初め設定の個人目標 （２）５月２週目の SRフォーム内容 

 

【1-1】学習面 

【1-2】英語の教科で自主的にワークを取り組むこ

とができた。また、分からないところは調べ、ノ

ートにまとめることができた。 

【1-3】生活面 

【1-4】時間を見て行動する意識が足りなかった。

朝の時間や５分休憩の時間など授業がはじまるギ

リギリでも話していて、準備ができていないこと

が度々あったため改善が必要だと思った。 

【2-1】学習面,「生活面 

【2-2】・一週間に一回は自主的にワークを取り組

む。（特に数学）「・早寝早起きを心がけ夜 12 時まで

には寝ているようにする。・提出期限のある課題は

期限の前日には終わらせているようにする。 

【2-3】今のところ、内容は変えずに取り組む。 

（３）６月２週目の SRフォーム内容 （４）６月調整後の個人目標 

【1-1】生活面,「諸活動・その他 

 

【1-2】規則正しい生活を心がけるため夜の 11 時

には布団に入る習慣をつけることができた。また、

学級の掲示物作成に対して、放課後に自主的に残

り作業を進めクラスのために努力した。 

【1-3】学習面 

【1-4】定期テスト対策で五教科のワークを一周す

るのが遅くなってしまった。それにより当日ギリ

ギリまで勉強に追い込まれて良い結果を残すこと

ができなかった。 

【2-1】学習面,「諸活動・その他 

【2-2】・苦手教科の理数のワークを自主的に進め

て予習復習をする習慣を付ける。「・わからないこと

はその場で聞き後回しにしない。・梧桐祭合唱練習

も入ってくるため、一時間一時間を大事に全力で

練習に取り組む。・提出期限がある課題は前日には

終わらせているようにする。 

【2-3】個人目標の内容の調整が必要である。 
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② DSST（デジタルソーシャルスキルトレーニング）  

問題発見・解決能力を育成するための学習を実際に進めていく活動を行う中では、実際に見出した問

題とその解決の方法を考えていく過程の中で「自ら学習を調整する力」が必要となっていく。そこで令

和５年度に続いて、「自らを見つめる力」、「自らを制御する力」を育む目的から、DSST（デジタルソー

シャルスキルトレーニング）の実施を継続している。この DSST の実施にあたっては毎月末の金曜日の

朝の会の時間を延長して行っている。 

ソーシャルスキルとは“自分の感情に気付いて、その感情と上手につき合ったり、他者と適切なコミ

ュニケーションを取ったりする力を育成するための方法９）”と言われるように、トレーニングの中には

自らの特性を知るなどの自らを見つめる力に関わる事柄や、感情のコントロールを学ぶなどの自らを制

御する力に関わる事柄があることから、今年度も継続して実施することとしている。実際に生徒に取り

組ませる内容とその期間はこれまでと同様に、長期休業で期間を分けた前期・中期・後期の３つとし、

それぞれにテーマを決めて実施する。今年度で３年目の取組であり、これまでに取り組んだ DSST の内

容および今年度取り組む予定の内容は表９に整理したとおりである。 

実施方法については、Google スライドや Google スプレッドシート等のデジタルの形態で実施し、実

施後の成果は学習履歴サイト（後述）に蓄積することで、年間を通して、いつでも振り返りができるよ

うにしている。「 

表９「DSST 実施計画の変遷 

時期 テーマ 令和５年度 取組 令和６年度 取組 令和７年度 取組（予定） 

前 

期 

４月 

～ 

７月 

自分を知る 

・自分ﾁｪｯｸ 

・時間の管理休日編 

・気持ちのｺﾝﾄﾛｰﾙ 

・Google ｶﾚﾝﾀﾞｰで記録

を残そう 

・時間の管理平日編 

・ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

・「「得意」、「苦手」を知る 

・自分らしさについて考える 

・あなたの緊張のもと 

・時間の管理長期休暇編 

中 

期 

８月 

～ 

12 月 

学校生活の 

中の自分 

・周りから見た自分 

・親しき中にも礼儀あり 

・みんなの悩み やる気編 

・持ち物管理術 

・良い話し合いは 

良い話し合いを生む 

・親しき中にも礼儀あり 

・気持ちの良いあいさつ 

・他者を尊重する 

・感謝の伝え方 

・文字のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

後 

期 

１月 

～ 

３月 

社会生活の 

中の自分 
・自分ﾁｪｯｸ（比較） 

・やめられないをやめる 

・自分ﾁｪｯｸ「（前年度比較） 

・日常生活術 

・自分ﾁｪｯｸ（前年度比較） 
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③ 学習履歴サイト 

学習履歴サイト（Google サイト）の活用も前年度に引き続き実施している。学習履歴サイトに蓄積す

る内容は、SRフォームの実施結果（箇条書き部分）、DSST の結果、学校生活の記録（個人目標等）、総

合的学習の時間の成果物等としている。これは、従来学級や学校で取り組んできた多くの課題が所属学

級・学年や全校生徒所属の Google「Classroom 等から課題されてきたものが、生徒の目線から考える

と、複数の「Classroom の中に取組の成果が散らばることを防ぎ、各活動や年間を通しての振り返りを行

いやすくすることを目的としている。 

 

（２） 具体的な実践（総合的な学習の時間）との関わり 

詳細については、教科紀要（総合的な学習の時間）において掲載するが、本校の総合的な学習の時

間・探究（以下、探究とする）では、平成 29 年度入学生より、個人設定課題の探究成果を卒業論文と

いう形でまとめる活動を行ってきた。１年次には探究のための基礎的・基本的なスキルの習得や、設定

されたテーマに基づく課題をグループごとに設定し、函館市内及び宿泊研修先の札幌市などでのインタ

ビュー調査活動を実施するなどし、そこから考察した成果を発表するという形である（グループ探究活

動Ａ）。２年次前半期には、前年度とは異なるグループを編成し、異なる課題を設定したうえで、函館

市内におけるインタビュー活動や街頭アンケート活動などを経て、その成果を発表する活動（グループ

探究活動Ｂ）を行った。２年次後半期から３年次にかけては、個人の興味や関心に基づくテーマを設定

し、そのテーマに基づく調査・探究活動とその成果発表を行った（卒業研究）。 

この取り組みをベースにして、令和４年度からは北海道教育大学函館校との連携を踏まえた「地域課

題解決型探究学習」を行っている。昨年度までで１～３年生の３年間のサイクルが一度終えたところで

はあるが、その中で「生徒が発見する問題およびそこから設定する課題のあいまいさ」について指導・

伴走を行った教員の中からあがってきた。 

そこで今年度は各学年間の探究や、学校―大学間をつなぐ「探究連携担当」と、実際の各学年の探究

を中心となって進める「学年探究担当」を研究部に配属した。また、「探究連携担当」は、各学年度活

動全体を踏まえた活動計画を作成し（図６）見ながら、実際に各学年の探究の時間、例えば探究の時間

のまとまりのオリエンテーションの時間や、問題を発見する場面や発見するための取り組み、具体的な

課題を設定する場面などに参画することができる体制を構築した。この校内体制によって、これまで以

上に３年間のつながりや各活動の見通しをもった探究の時間の運営を行うことが期待できる。 
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図６ 令和７年度「総合的な学習の時間」全学年活動計画（一部） 

 
 

（３） 具体的な実践（各教科における取り組み） 

問題発見・解決能力の育成を図るための各教科の取組の具体については，各教科の研究紀要をご覧い

ただきたい。 

ただし、各教科の実践には、以下に示す令和４年度～令和６年度の実践が土台となっている。これら

の手段を活用しながら、問題発見・解決能力を育成し、ひいては主体的・対話的で深い学びの実現に迫

っていくものとする。 

 

① 自らの学習を調整するための、生徒による学習履歴の蓄積 

② 生徒が自らの学習状況を把握するためのフィードバック 

 ⅰ）CBT 等の活用 

 ⅱ）GoogleClassroom の採点及びルーブリックの活用 

 ⅲ）教員による口頭またはコメント機能を用いたフィードバック 

③ 学習順序、学習課題、学習方法、学習形態などにおける、生徒の自己選択・自己決定 

 ※特に「学習課題」については、今年度主題においてその設定に重きを置く。 
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Ⅳ 成果と課題（中間報告） 

 

本年度のここまでの研究実践を通じて、次のような成果と課題が確認された。 

 

○各教科における学習活動の位置付けの明確化 

授業導入における「問い」を生成する活動を通して、生徒が既習事項と新しい学習内容とのつな

がりを意識し、自らの学習の進め方を主体的に捉え直す姿が見られた。これにより、学習の見通し

をもって授業に臨む姿勢や、知識を関連付けて活用しようとする態度が徐々に育成されてきている

ことが確認できた。 

○学習や生活を調整する力の育成 

SR フォームや DSST、学習履歴サイトなど校内の共通ツールを活用し、各教科での取り組みと関

連付けることで、生徒が「振り返り」と「見通し」を意識的に行い、自ら学習や生活を調整しよう

とする力が育ち始めていることが確認できた。具体的には、計画の立案や修正、目標に応じた学習

方法の工夫など、自ら学習を調整しようとする学びにつながる実践が徐々に定着しつつある。 

○自ら問いを発し、探究を進める態度の育成 

「問題発見・解決能力」を共通の資質・能力として位置付けたことにより、生徒は各教科で培っ

た力を、総合的な学習の時間や学校生活全般に広げるようになった。授業での疑問をきっかけに地

域課題を調べたり、健康的な生活習慣を考案したりするなど、教科で培った力を日常生活に活かそ

うとする姿が見られ、学びを社会や生活と関連付けて探究を深めようとする態度が育ちつつある。 

●生徒が見出す「問い」の質の差 

学習内容に直結する問いと、関心先行型で学習目標から逸れがちな問いが混在しており、問いを

学びに位置付けるための指導の工夫が求められた。特に、単なる知識確認にとどまる問いから、学

びを深めたり社会的課題につなげたりできる問いへと発展させる支援が必要であることが明らかに

なった。 

●課題設定に至る過程での教師の関わり方 

生徒の主体性を尊重しつつも、探究を深めるためにどの段階でどのように支援するか、教師の関

わり方が課題として残った。指導の介入が早すぎると主体性が損なわれ、遅すぎると探究が停滞す

るため、支援のタイミングや方法を精査する必要がある。 

●形成的評価の具体化 

「問題発見・解決能力」を構成する資質・能力を授業のどの場面で、どのように捉えるかが教科

間で揺らいでいた。評価の視点や方法をさらに精緻化し、教科を越えて共有できる枠組みを整える

ことが今後の課題である。特に、ルーブリックや振り返り記述を活用した評価を通じて、学習過程

の可視化を図る必要がある。 

 

 この中間報告をもとに、各教科等においてさらなる改善を図り、本校設定の研究課題の検証を進めて

いきたい。 
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Ⅴ おわりに 

 

本研究は、「問題発見・解決能力の育成を目指した教育課程の編成」を主題に掲げ、生徒が「つなが

る、深まる問い」を生み出しながら学習を進める姿を目指して取り組んできた。これまでの実践から、

問題発見・解決能力の育成は一つの教科や場面に閉じた営みではなく、学校全体の教育課程を通じて連

続的に支えられるべきものであることが明らかとなった。また、自ら学習を調整する取組や協働的な学

びとの関連を意識することで、生徒が主体的に学びを構築し、他者と学びを共有しながら課題解決に取

り組む姿が徐々に見え始めている。 

今後は、生徒が自ら発した「問い」をいかに学習の核として深め、社会や地域とつながる学びへと広

げていくかが課題となる。そのためには、教師の発問技術やカリキュラム・マネジメントの工夫、形成

的評価を通じたフィードバックの充実が不可欠である。次期学習指導要領の改訂を見据えるとき、学校

教育全体の中で「問題発見・解決能力」をどのように位置付けるかは重要な論点であり、本研究の成果

と課題もまた、今後の議論や実践に寄与するものである。 

 

（文責 山下 尚也） 
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